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[投稿 ]     第四高等中学校医学部薬学科の設置について            

                            谷本  宗生

 1887（ 明 治 20）年 8 月 、第 四 高 等 中 学 校

に 医 学 部 が 設 置 さ れ る 。 そ の 際 に 、 従 前 甲

種 医 学 校 と と も に あ っ た 乙 種 薬 学 校 も 、 な

ん ら か の か た ち で 医 学 部 と と も に 設 置 （ 移

行 ） さ れ る も の と 地 元 で は 思 わ れ て い た よ

う で あ る 。 そ の 当 初 の 予 想 と は 異 な り 、 乙

種 薬 学 校 は 廃 止 と い う こ と に な っ た 。  

こ れ を 受 け て 、 地 元 で は 薬 学 教 育 の 廃 止

は 金 沢 薬 学 の 窒 息 を 意 味 す る と し て 、 薬 剤

師 の 団 体 組 織 で あ る 石 川 県 薬 舗 会（ 明 治 19

年 1 月 設 立 ） が 、 県 に 対 し て 私 立 の 薬 学 校

（ 北 陸 薬 学 講 習 所 ） の 設 立 を 速 や か に 申 請

し 認 可 さ れ る 。 県 薬 舗 会 の 拠 点 で あ る 石 川

薬 館 内 で 、1888 年 1 月 か ら 第 四 高 等 中 学 校

医 学 部 教 師 を 務 め る 堤 従 清 ・ 旗 善 蔵 ・ 三 木

栄 末 ら が 講 師 の 主 と な っ て 開 講 す る 。 こ れ

に 対 し て 、 石 川 県 側 も 補 助 金 600 円 を 下 付

す る 。  

そ の 後 1889 年 9 月 、 他 の 高 等 中 学 校 医

学 部 に 先 駆 け て 、 第 四 高 等 中 学 校 医 学 部 薬

学 科 が 開 講 さ れ る 。 他 の 高 等 中 学 校 医 学 部

に 薬 学 科 が 附 設 さ れ る の は 、1890 年 以 降 の

こ と で あ る 。 北 陸 薬 学 講 習 所 の 生 徒 は 、 無

試 験 で 初 級 へ 入 学 が 許 可 さ れ 、 講 習 所 は こ

れ に よ っ て 閉 鎖 さ れ た 。 そ の 背 景 に は 、 石

川 県 ・ 県 薬 舗 会 の 尽 力 も あ る が 、 と く に 第

四 高 等 中 学 校 医 学 部 教 師 で あ っ た 堤 従 清 ら

が 学 校 の 意 を 受 け て 上 京 し 、 文 部 省 等 に 薬

学 科 の 附 設 を 要 請 し た と い わ れ る （ 三 浦 孝

次 『 加 賀 藩 の 秘 薬 ～ 秘 薬 の 探 究 と そ の 解 明

～ 』 1967 年 等 ）。  

1889 年 9 月 15 日 の 北 陸 薬 学 講 習 所 の 閉

鎖 式 で の 岩 村 県 知 事 と 亀 田 講 習 所 長 の 演 説

は 、 そ の 間 の 経 緯 も う か が わ せ る も の で 、

な か な か 興 味 深 い も の と 思 わ れ る（ 同 上 書 、

277 頁 ）。  

 

 「 第 四 高 等 中 学 校 の 設 立 あ る や 、 当 時 石

川 県 甲 種 医 学 校 の 生 徒 は 高 等 中 学 へ 転 学 し 、

其 附 属 薬 学 生 徒 は 方 に 廃 学 す る に 至 ら ん と

す 。 此 に 於 て 乎 当 講 習 所 長 及 び 其 他 の 諸 氏

は 深 く 薬 学 の 廃 止 を 患 ひ 、 労 を 厭 は ず 、 財

を 惜 ま ず 、 本 所 を 設 置 し 生 徒 を し て 其 学 業

を 継 続 せ し む る を 得 た り 。 今 や 第 四 高 等 中

学 校 に 薬 学 科 の 設 立 を 見 る に 至 る も 亦 本 所

諸 員 の 誠 心 尽 力 与 り て 力 あ る を 信 ず 。」（ 岩

村 高 俊 ）  

 

 「 本 県 医 学 校 の 廃 止 よ り 今 日 に 至 る ま で 、

薬 学 生 を し て 習 学 の 途 を 失 は し め ざ り し は 、

実 に 此 の 薬 学 講 習 所 の 設 け あ り た る に 由 る 。

此 の 講 習 所 の 生 存 間 は 短 日 月 な り し と 雖 も

其 学 生 に 裨 益 し 薬 学 の 振 起 隆 盛 を 図 り た る

功 は 決 し て 小 な り と せ ず 、 是 れ 当 路 諸 君 の

賜 物 に あ ら ず し て 何 ぞ や 。」（ 亀 田 伊 右 衛 門 ） 

 

[投稿 ]        第五高等中学校と地元関係者との接点          

                            佐喜本  愛

 2005 年 2 月 の 研 究 会 に お い て「 第 五 高 等

中 学 校 設 置 を め ぐ る 地 方 の 動 き 」 と 題 し て

報 告 を 行 っ た 。 そ の 報 告 の 中 で 熊 本 出 身 で

あ っ た 井 上 毅 が 熊 本 の 私 立 中 学 校 済 々 黌 を

「 高 等 中 学 ニ 変 成 ス 」 る こ と を 提 案 ， つ ま

り ， 「 此 （ 高 等 中 学 設 立  費 県 会 又 ハ 有 志
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金 ニ 而 引 受 出 来 候 は は 高 等 中 学 ハ 熊 本 ニ い

た し 度 候 」と い う ね ら い を 持 っ て お り ，佐 々

に 対 し て 文 部 大 臣 森 有 礼 に も そ の 件 を 話 し

て お く か ら 考 え て ほ し い 旨 を 伝 え て い た こ

と を 指 摘 し た 。 井 上 に よ れ ば 、 熊 本 県 知 事

富 岡 敬 明 ，熊 本 師 範 校 長 千 田 十 郎 と 面 会 し ，

そ の 意 を 「 内 密 」 な こ と と し て 話 し た と あ

り ， し か も ， 「 文 部 ヘ ハ 動 か ぬ よ う 申 入 置

度 候 」 と 両 者 に 釘 を さ し た と い う 。 ［ 1886

年 11 月 8 日 付  井 上 毅  佐 々 友 房 宛 書 簡

（ 佐 々 友 房 関 係 文 書  国 立 国 会 図 書 館 憲 政

史 料 室 所 蔵 ） 引 用 中 の ひ ら が な ， カ タ カ ナ

混 じ り の 記 載 は 原 文 の ま ま ］ 上 記 の こ と は

井 上 独 断 の 思 案 で あ り ， 結 局 は 第 五 高 等 中

学 校 の 母 体 と し て 済 々 黌 を 位 置 づ け ら れ る

こ と は な か っ た 一 方 で 済 々 黌 は 1887 年 12

月 の 通 常 県 議 会 に お い て 予 算 編 成 が 否 決 さ

れ ， 廃 校 と な っ た 県 立 熊 本 中 学 校 に 代 わ り

「 官 立 同 等 資 格 」 を 得 て 一 府 県 一 校 の 府 県

立 学 校 と し て 地 域 に 定 着 し て い く 。  

 高 等 中 学 校 と 尋 常 中 学 校 の ＜ 接 続 ＞ の 問

題 は 高 等 中 学 校 研 究 に お い て 重 要 な 課 題 で

あ る 。 今 回 は 第 五 高 等 中 学 校 と 地 元 の 尋 常

中 学 校 で あ り ， 第 五 高 等 中 学 校 設 置 に 際 し

て こ の よ う な 政 治 的 な 結 び つ き が 見 て 取 れ

る 済 々 黌 （ 関 係 者 ） と の 接 点 の 一 部 を 紹 介

し た い 。  

 

① 済 々 黌 の 関 係 史 料 と し て 済 々 黌 内 大 東 立

教 雑 誌 社 が 創 刊 し た『 大 東 立 教 雑 誌 』［ 第

１ ～ 10 号（ 1887 年 １ 月 ～ 1888 年 3 月 ）］，

同 雑 誌 の 継 続 誌『 文 学 世 界 』［ 第 11～ 18

号 （ 1888 年 4 月 ～ 12 月 ） ］ で あ る 。 そ

の 雑 誌 に お い て 高 等 中 学 校 に 関 す る 記

事 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 『 大 東 立 教 雑 誌 』 第 10 号 ， 1888 年 3 月  

（ 雑 報 ） 「 第 五 高 等 中 学 校 の 祝 宴 」 「 第

五 校 高 等 中 学 校 の 生 徒 募 集 」  

『 文 学 世 界 』 第 12 号 ， 1888 年 5 月  

野 村 彦 四 郎 「 維 新 前 伍 中 教 育 概 略 筆 記 」  

『 文 学 世 界 』 第 13 号 ， 1888 年 ６ 月  

第 五 高 等 中 学 校 教 諭  福 井 彦 次 郎 「 我 最

大 嶋 ニ 特 名 ナ キ 所 以 如 何 」  

『 文 学 世 界 』 第 14 号 ， 1888 年 7 月  

第 四 高 等 中 学 校 開 校 式  「 文 部 大 臣 の 演

説 」  

第 五 高 等 中 学 校 教 諭  福 井 彦 次 郎 「 田 舎

正 直 論 」  

『 文 学 世 界 』 第 17 号 ， 1888 年 11 月  

雑 報 「 第 一 高 等 中 学 校 の 大 決 心 」  

  

② 1888 年 ま で の 第 五 高 等 中 学 校 へ の 進 学

者 27 人 （ 校 長 佐 々 友 房 著 書 『 済 々 黌 歴

史 』 「 済 々 黌 卒 業 生 及 其 他 ノ 目 的 並 就 業

一 覧 表 」 （ 1888 年 ） ） 。   

 

③ 1894 年 に「 熊 本 県 育 英 会 」が「 熊 本 県 人

ニ シ テ 身 体 剛 健 力 余 ア リ 高 等 ノ 学 科 ニ

志 シ 熱 心 之 ニ 従 事 セ ン ト 欲 シ テ 学 資 給

セ ス 空 ク 志 ヲ 呑 テ 伸 ル コ ト 能 ハ サ ル 者

ノ 為 」 め に が 発 足 し て お り ， そ の 規 定 に

よ れ ば 帝 国 大 学 ， 高 等 商 業 学 校 ， 第 五 高

等 中 学 校 ， 東 京 工 業 学 校 へ の 進 学 者 が そ

の 対 象 と さ れ て い た 。 （ 「 熊 本 県 育 英 会

設 立 主 旨 書 」「 熊 本 県 育 英 会 規 則 」『 佐 々

友 房 文 書 』 （ 国 立 国 会 図 書 館 憲 政 資 料 室

所 蔵 ） 。 熊 本 で は こ の 時 期 に こ の よ う な

官 立 学 校 へ の 進 学 希 望 者 へ の 経 済 協 力

体 制 が 確 立 し た わ け で あ る が ， こ の 育 英

会 の メ ン バ ー の ９ 割 が 済 々 黌 関 係 者 で

あ っ た 。  

  

 中 学 校 が 発 行 す る 雑 誌 に 高 等 中 学 校 の 記

事 が 記 載 さ れ る こ と そ の も の は 不 思 議 な こ

と で は な い が ， 高 等 中 学 校 の 教 員 が そ の 雑

誌 に 寄 稿 す る こ と は 普 通 に あ り 得 る こ と だ
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っ た の だ ろ う か 。 他 と の 比 較 ， 及 び 教 諭 福

井 彦 次 郎 を 調 べ て い く 必 要 が あ る で あ ろ

う 。 御 意 見 を い た だ き た い 。 ま た ， 『 熊 本

県 教 育 史 』 （ 中 卷 ） に よ れ ば ， 1887 年 10

月 の 最 初 の 「 入 学 志 願 者 県 別 調 書 」 は 熊 本

県 73，福 岡 県 16，佐 賀 県 ９ ，長 崎 県 ７ ，鹿

児 島 県 ７ ，大 分 県 ４ ，宮 崎 県 １ ，福 島 県 ２ ，

東 京 府 １ ， 京 都 府 １ ， 合 計 121 人 と な っ て

い る 。 高 等 中 学 校 と 尋 常 中 学 校 の ＜ 接 続 ＞

に つ い て 地 元 中 学 か ら の 進 学 率 を 上 げ る た

め に 地 域 が 行 っ た 動 き － 人 的 つ な が り の 利

用 や 経 済 支 援 体 制 の 整 備 も ま た 大 き な 要 素

に な り う る だ ろ う 。  

 

[連載 ]          学区の思想（ 13）               

                          神  辺   靖  光

明 治 5 年 1 月 、 文 部 卿 ・ 大 木 喬 任 が 全 国 を

七 、 八 部 に 分 け て 大 学 区 を つ く る と 太 政 官

に 上 申 し た の に 、 次 官 で あ る 文 部 大 輔 ・ 福

岡 孝 弟 が 猛 烈 に 反 対 し た と 前 回 述 べ た 。 福

岡 の 反 対 理 由 は 陸 軍 の 鎮 台 、 司 法 の 裁 判 所

の 区 画 が 別 々 で あ っ て は 地 方 官 民 が 迷 惑 す

る と 言 う も の で あ る 。 さ ら に 福 岡 は 全 国 を

区 分 し て 「 一 区 数 県 中 一 首 府 ア ル ノ 類 タ ル

ベ キ 歟 」「 或 ハ 道 州 等 之 名 目 モ 可 相 立 哉 」と

も 言 っ て い る（ 福 岡 孝 弟「 愚 案 」大 隈 文 書 ・

早 大 社 研 蔵 ）。福 岡（ 旧 土 佐 藩 士 ）は 由 利 公

正 と と も に 「 五 ヶ 条 ノ 誓 文 」 の 原 案 を つ く

っ た こ と で 知 ら れ 、 維 新 後 、 台 閣 に も 列 し

た 政 府 の 一 方 の 雄 で あ っ た 。 福 岡 の 言 う 道

州 制 案 が 政 府 の 一 部 に あ っ た の だ ろ う 。  

 太 政 官 政 府 （ 都 府 ） →  道 州 （ 地 方 首 府 ）

→  府 県 （ 府 県 庁 ） と い う 統 治 機 構 で あ る 。

こ れ に 「 大 蔵 財 政 、 工 部 製 作 、 朝 政 布 令 」

も 従 う と し て い る 。 府 県 域 す ら 確 定 せ ず 、

変 動 し て い た こ の 時 期 に 全 国 を 数 区 に 区 切

る 道 州 制 な ど で き る 筈 が な い と い う 思 考 も

あ る が 、前 号 で 述 べ た 九 州 地 方 、奥 羽 地 方 、  

関 東 地 方 な ど は 共 通 の 認 識 に な っ て い た か

ら 案 外 、 全 国 を 数 区 に 区 切 る 方 策 も 現 実 的

で あ っ た か も 知 れ な い 。  

 福 岡 の 反 対 に も か か わ ら ず 、 大 木 文 部 卿

は 学 制 実 施 に 踏 み 切 り 、大 学 区 を 区 画 し た 。

明 治 5 年 8 月 制 定 の 8 大 学 区 は 6 ヶ 月 後 の

6 年 3 月 に は 早 く も 7 大 学 区 に 改 正 さ れ て

い る 。 廃 藩 置 県 直 後 は 旧 藩 を 残 し た か ら 3

府 302 県 、 強 引 性 急 に こ れ ら を 統 廃 合 し て

学 制 実 施 の 5 年 8 月 に は 3 府 72 県 、 6 年 3

月 に は 3 府 64 県 に な っ た 。こ の よ う な 地 方

行 政 組 織 の 変 更 進 行 時 に 大 学 区 を つ く る 無

謀 さ は 現 代 人 か ら み る と 理 解 し に く い が 、

各 省 庁 の 調 整 を 待 た ず 、 各 省 庁 そ れ ぞ れ ガ

ム シ ャ ラ に 突 っ 走 る と 言 う の が こ の 時 期 の

政 府 の や り 方 で あ っ た 。 新 橋 ・ 横 浜 間 の 鉄

道 敷 設 工 事 を 見 よ 。 品 川 の 薩 摩 屋 敷 の 障 壁

が あ れ ば 海 に 土 堤 を 築 い て も 汽 車 を 走 ら せ

る と い う 奇 策 で 切 り 抜 け る の で あ る 。 人 民

に 文 明 開 化 を 意 識 づ け る に は 実 行 あ る の み

と い う 考 え 方 で あ っ た 。 大 木 の 学 制 即 実 施

も 大 学 区 区 割 も 同 根 で あ る 。  

 大 学 区 は 東 京 を 本 部 と す る 第 1 大 区 か ら

始 ま っ て 時 計 ま わ り に 東 海 か ら 西 に 進 み 、

九 州 か ら 反 転 し て 北 陸 道 東 側 、 奥 羽 地 方 に

至 る 。 地 形 か ら 海 を ま た が ね ば な ら ぬ 近 畿

以 西 と 日 本 列 島 の 山 嶽 に さ え ぎ ら れ る 北 陸 、

東 海 以 東 と 区 画 が 違 う よ う に 思 わ れ る の で 、

ま ず 西 日 本 の 区 画 か ら み よ う 。  

 西 日 本 の 第 4、 第 5、 第 6（ 明 治 6 年 の 7

大 学 区 変 更 で 第 3、第 4、第 5 に 変 更 ）大 学

区 の う ち 、 旧 来 の 歴 史 的 、 伝 統 的 区 画 を そ
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の ま ま 用 い た の は 九 州 （ 西 海 道 ） だ け で あ

る 。広 島 を 本 部 と し た 第 5（ の ち 第 4）大 学

区 は 山 陰 道 、 山 陽 道 の ７ 県 と 瀬 戸 内 海 を は

さ ん で 伊 予 国 を 区 内 と す る 。 当 時 の 交 通 か

ら す る と 効 率 が よ か っ た 。 本 部 広 島 は ま さ

に そ の 中 心 部 に あ る 。 大 阪 を 本 部 と し た 第

4（ の ち 第 3）大 学 区 が 最 も 煩 雑 で あ る 。畿

内 （ 山 城 、 大 和 、 河 内 、 和 泉 、 摂 津 ） を 拡

げ て 東 は 近 江 、 西 は 丹 波 、 丹 後 、 但 馬 、 播

磨 ま で 、 そ れ に 南 海 道 か ら 伊 予 を 除 い た 紀

伊 、 淡 路 、 阿 波 、 讃 岐 、 土 佐 の 5 国 を 加 え

た 。紀 伊 は 古 代 か ら 南 海 道 と さ れ て い る が 、

紀 伊 水 道 を 渡 る こ と は 困 難 で あ っ た ら し い 。

土 佐 藩 主 の 参 勤 交 替 は 土 佐 の 浦 戸 か ら 大 阪

ま で 海 路 直 行 し た こ と も あ っ た が 、 そ れ は

例 外 で 多 く は 瀬 戸 内 ま で 陸 路 を 進 み 、 そ れ

か ら 海 路 、 山 陽 路 、 ま た は 大 阪 に 着 く と い

う も の で あ っ た 。 他 藩 の 場 合 も 同 様 で あ る

（ 雄 山 閣 『 藩 史 大 事 典 』）。 本 部 の 大 阪 は 交

通 の 要 で あ っ た 。 明 治 6 年 3 月 の 7 大 学 区

変 更 に 際 し 、 西 日 本 は 変 ら な い 。 で は 東 日

本 は ど う か （ 続 く ）。  

 

[連載 ]  折田の渡米とフルベッキ―折田彦市のアメリカ体験記（ 3）―   

                              厳  平  

明 治 初 期 の 海 外 留 学 生 派 遣 に 関 し て 、 と

り わ け 派 遣 先 の 斡 旋 な ど に つ い て 、 グ イ

ド ・ フ ル ベ ッ キ （ Rev. Guido Herman 

Fridolin Verbeck, 1830～ 1898） の 果 た し

た 役 割 は 非 常 に 大 き か っ た （ 石 附 実 『 近 代

日 本 の 海 外 留 学 史 』）。1870 年 に な り 折 田 と

岩 倉 兄 弟 の 三 人 の 渡 米 が 計 画 さ れ 、 受 け 入

れ 先 な ど に つ い て 斡 旋 し て く れ た の も 、 こ

の フ ル ベ ッ キ だ っ た 。こ の 事 実 は 、1870 年

3 月 19 日 付 の フ ェ リ ス 宛 彼 の 書 簡 で 確 認 で

き る 。  

This is simple to say that this 

trip brings five promising young men, 

who will probably call on you and 

want your kind advice and directions 

on their way to N. Brunswick. Their 

names are: Asahi, Tats, Orita, 

Hattori, & Yamamoto. The first two 

have been my and later Mr. Stout’ s 

scholars. They are sons of one of the 

first houses in the Empire, as their 

any good manners will show. Hattori 

is a fine fellow too. All of them I 

think them the most promising of any 

that have come yet. They will of 

course be well provided with funds. 

Two or three of the company speak 

English nicely.  

Hoping that they will not cause 

you much trouble, & under obligation 

for any kindness shown these young 

men, I remain,  

Very truly yours,  

G. Y. Verbeck 

（ こ の 旅 に 五 人 の 有 望 な 若 者 が 、 お そ

ら く ［ ニ ュ ー ヨ ー ク で ］ 君 を 訪 ね 、 ま

た ニ ュ ー ・ ブ ラ ン ス ウ ィ ッ ク （ New 

Brunswick, New Jersey、 ラ ト ガ ル ス ・

コ レ ッ ジ の 所 在 地 ― ― 厳 ） ヘ 行 く た め

に 君 の ア ド バ イ ス と 指 導 を 伺 う と 思 う 。

彼 ら の 名 前 は 、ア サ ヒ 、タ ツ 、オ リ タ 、

ハ ッ ト リ と ヤ マ モ ト で あ る 。 前 の 二 人

は 、 私 の ち ス タ ウ ト の 教 え 子 で あ る 。

行 儀 正 し い 彼 た ち の 振 る 舞 い か ら 分 か

る よ う に 、 彼 ら は 、 帝 国 の 第 一 級 家 庭

の 子 ど も で あ る 。 服 部 も 好 青 年 だ 。 彼
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ら は 皆 、 今 ま で 来 ら れ た ［ 日 本 人 留 学

生 の 中 で ］ も っ と も 有 望 な 青 年 た ち だ

と 思 っ て い る 。 も ち ろ ん 、 彼 ら に は 充

分 な 資 金 が 与 え ら れ て い る 。 こ の 中 の

二 、 三 人 は 特 に 英 語 が 上 手 で あ る 。  

彼 ら は 君 に 多 大 な ご 迷 惑 を 掛 け な

い こ と を 願 い 、 ま た 彼 ら に 対 す る あ ら

ゆ る ご 親 切 を 感 謝 し た い 。）   

フ ル ベ ッ キ が 教 会 本 部 宛 に 送 っ た 書 簡

は 、 ニ ュ ー ・ ブ ラ ン ス ウ ィ ッ ク に あ る ア メ

リ カ 改 革 派 神 学 校 （ New Brunswick 

Theological Seminary） の ア ー カ イ ブ に 保

存 さ れ て い る 。 ち な み に 当 時 の 本 部 の 外 国

伝 道 局 の 総 主 事 （ Secretary） は フ ェ リ ス

（ John Mason Ferris, 1825～ 1911）だ っ た 。

フ ェ リ ス は 、 1865 年 か ら 1883 年 ま で 伝 道

局 総 主 事 の 任 に あ た り 、 グ リ フ ィ ス な ど 大

学 南 校 教 師 な ど お 雇 い 教 師 の 招 聘 斡 旋 に 尽

力 し た 。 ま た 、 フ ル ベ ッ キ を 通 し て 日 本 人

留 学 生 を 多 数 、米 国 に 受 け 入 れ て 世 話 し た 。

そ の 功 績 に 対 し 、 岩 倉 使 節 一 行 渡 米 の 際 に

1872 年 8 月 5 日 、岩 倉 具 視 大 使・大 久 保 利

通 副 使 が 署 名 し た 感 謝 状 （ Official 

Acknowledgement of the Mikado's 

Ambassadors, Iwakura and Okubo, 

Secretary’ s Office of the Japanese 

Embassy, Boston, August 5, 1872） を 送 ら

れ て い る 。つ い で に 、1870 年 横 浜 で 開 校 し

た フ ェ リ ス・セ ミ ナ リ ー（ Ferris Seminary、

現 在 の フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 ） の 学 校 名 も 、

キ ッ ダ ー（ Mary Kidder）校 長 は 、フ ェ リ ス

父 子 か ら 多 大 な 資 金 援 助 を 受 け た こ と か ら 、

フ ェ リ ス に 名 づ け た と い う 。  

 さ て 、 折 田 の 渡 米 に つ い て 、 こ の 書 簡 か

ら い か な る 情 報 を 読 み 取 る こ と が で き る だ

ろ う か 。 ま ず 渡 米 予 定 者 の 人 数 は 5 人 で あ

る こ と を 確 認 し て お こ う 。す な わ ち 、「 ア サ

ヒ 、 タ ツ 、 オ リ タ 、 ハ ッ ト リ と ヤ マ モ ト 」

の 5 人 で あ る 。「 ア サ ヒ 」と「 タ ツ 」こ と 旭

小 太 郎 と 龍 小 次 郎 は 、 そ れ ぞ れ 岩 倉 具 定 と

具 経 兄 弟 の 変 名 で あ る 。1870 年 当 時 、一 般

人 の 海 外 渡 航 は ま だ 自 由 に な っ て い な か っ

た た め 、 変 名 を も っ て 出 航 す る こ と は 普 通

だ っ た 。 例 え ば 1865 年 に 渡 英 し た 森 有 礼

（ 1847～ 1889）な ど 薩 摩 留 学 生 や 、翌 1866

年 に 出 発 し た 福 井 藩 の 横 井 大 平 （ 1850～

1871）・ 左 平 太 （ 1845～ 1875） 兄 弟 な ど は 、

い ず れ も 変 名 を 使 用 し て い た 。 そ れ に 、 岩

倉 と い う 名 前 の 持 っ て い た 危 険 性 に 相 ま っ

て 、 岩 倉 兄 弟 は 変 名 を 使 用 し て い た と 見 ら

れ る 。 折 田 こ と 折 田 彦 市 は 、 先 述 の と お り

岩 倉 兄 弟 と 一 緒 に 長 崎 で 学 ん だ た め 、 そ れ

に 加 わ る の は 自 然 な 流 れ で あ ろ う 。 一 方 、

ハ ッ ト リ と ヤ マ モ ト こ と 服 部 と 山 本 は 、 そ

れ ぞ れ 服 部 一 三 （ 1851～ 1929）、 山 本 重 輔

（ 1847～ 1901） の こ と で あ る 。 両 者 と も 長

崎 で 勉 強 し て い た こ と が 確 認 で き る が 、 い

か な る 経 緯 で 同 行 す る に 至 っ た か は 詳 細 で

は な い 。「 充 分 な 資 金 」を 持 っ て い る と い う

こ と は 、 5 人 は 政 府 か ら の 資 金 援 助 を 得 て

い る い わ ば 官 費 留 学 生 で あ っ た と 思 わ れ る

（「 幕 末 の 海 外 留 学 者 リ ス ト 」、石 附 前 掲 書 ）。 

こ の 書 簡 は 、 こ の よ う に し て 折 田 ら の 渡

米 を 予 告 し た の で あ る 。事 実 、1870 年 3 月

に 5 人 は 、 ア メ リ カ へ 向 か っ て 横 浜 を 出 港

し た 。そ し て 5 人 の 手 に は フ ル ベ ッ キ よ り 、

葉 書 サ イ ズ の 紹 介 状 が あ る （ 以 下 、 次 号 ）。
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[史料紹介 ]     高等中学校経費各県分担額ノ義内申            

                                             小宮山  道夫  

 宮 城 県 公 文 書 館 所 蔵 文 書 の う ち か ら 一

点 を 紹 介 し た い 。『 会 議 』（ M20 年 0066）

と 題 す る 簿 冊 で 、1887(明 治 20)年 度 の 県

会 、 常 置 委 員 会 、 高 等 中 学 校 委 員 会 、 区

長 村 会 の 決 議 録 等 を 含 む 庶 務 文 書 を 綴 っ

た も の で あ る 。 高 等 中 学 校 設 置 後 の 文 書

綴 り で あ る の が 残 念 だ が 、「 第 二 高 等 中 学

校 設 置 区 域 内 各 県 委 員 会 議 事 細 則 」 を は

じ め 、 会 議 の 手 続 き に 関 す る 高 等 中 学 校

委 員 会 の 運 営 に 関 す る 文 書 が 綴 ら れ て お

り 興 味 深 い 。 と く に 目 立 つ の は 高 等 中 学

校 経 費 の 各 県 分 担 額 や 経 費 報 告 に つ い て

の 文 書 が 多 い こ と で 、 同 委 員 会 の 主 要 目

的 が 経 費 問 題 の 審 議 で あ る こ と が よ く 理

解 で き る 。  

 「 高 等 中 学 校 経 費 各 県 分 担 額 ノ 義 内 申

及 各 県 ヘ 通 知 」（ 簿 冊 中 の 25 号 文 書 ）は 、

宮 城 県 知 事 松 平 正 直 が 文 部 大 臣 森 有 礼 に

宛 て た 内 申 の 控 え と そ の 回 答 に あ た る 指

令 が 含 ま れ て い る 。 高 等 中 学 校 委 員 会 で

各 県 の 経 費 負 担 額 に つ い て 審 議 し た と こ

ろ 、 分 担 の 算 定 基 準 を 各 県 の 人 口 比 に お

く こ と に つ い て は 合 意 形 成 が な さ れ た も

の の 、 実 際 の 分 担 額 に つ い て は 、 高 等 中

学 校 の 所 在 地 で あ る 宮 城 県 に 対 し て 傾 斜

配 分 を 行 う こ と に 折 り 合 い が 付 か ず 、「 御

内 訓 」 を し た ら し い 文 部 省 に 裁 定 を 仰 い

だ と い う 内 容 。 文 部 省 の 回 答 は 簡 潔 に し

て 明 快 。  

 と こ ろ で こ の 指 令 文 書 、 全 文 朱 書 と な

っ て い る 。 文 書 の 写 し や 文 案 の 添 削 、 決

裁 文 書 へ サ イ ン に 朱 字 が 使 用 さ れ る の は

よ く 見 る が 、 原 本 の 本 文 す べ て が 朱 字 と

い う の は 私 は 未 見 の た め 興 味 が 湧 く 。 諸

賢 の ご 教 示 を 乞 い た い 。  

１ ． 内 申 1)  

 第 二 高 等 中 学 校 経 費 分 担 額 ノ 儀 ニ 付 内

申  

第 二 高 等 中 学 校 経 費 中 、 該 学 校 設 置 区 域

内 ニ 係 ル 各 県 地 方 税 分 担 額 議 定 ノ 為 メ 、

各 県 知 事 協 議 致 候 処 、 分 担 率 ハ 協 議 相 整

候 得 共 、 分 担 額 ニ 至 テ ハ 到 底 協 議 不 相 整

候 ニ 付 、 左 ノ 内 申 仕 候  

一 分 担 率 ハ 御 内 訓 ノ 如 ク 国 税 地 方 税 及

人 口 ニ 依 ル ト キ ハ 、 国 税 地 方 税 ニ 於 テ

各 県 大 差 ア リ テ 公 平 ヲ 失 シ 候 ニ 付 、 単

ニ 人 口 ノ ミ ニ 依 リ 分 担 仕 度 協 議 一 致 候

間 御 内 訓 ノ 率 ト ハ 少 シ ク 異 リ 候 得 共 、

各 県 右 ノ 率 ヲ 以 テ 施 行 仕 度 存 候  

一 分 担 額 ハ 山 形 県 外 四 県 ニ 於 テ ハ 御 内

訓 ノ 如 ク 、 設 置 県 即 宮 城 県 ハ 総 額 ノ 十

分 ノ 二 分 五 厘 ヲ 特 ニ 負 担 ス ル ハ 、 該 校

所 在 地 タ ル ノ 利 益 ニ 対 シ 其 額 寡 少 ナ ル

ヲ 以 テ 更 ニ 総 額 ノ 十 分 ノ 三 ヲ 特 ニ 宮 城

県 ニ 負 担 セ シ メ 、 残 ル 十 分 ノ 七 ハ 各 六

県 ニ 平 分 セ シ メ ン ト ス 。 然 ル ニ 宮 城 県

ニ 於 テ ハ 既 ニ 創 立 費 ト シ テ 多 額 ノ 金 額

ヲ 支 弁 シ 、 之 レ ニ 加 フ ル ニ 尚 又 過 当 ノ

分 課 ヲ 受 ク ル ニ 於 テ ハ 、 各 県 負 担 上 甚

権 衡 ヲ 失 シ 候 ニ 付 、 御 内 訓 ノ 如 ク 分 担

致 候 様 夫 々 協 議 ヲ 尽 シ 候 得 共 、 各 意 見

ヲ 主 張 シ 終 ニ 協 議 不 相 整 候 ニ 付 可 然 御

詮 議 相 成 度 候  

右 両 項 共 至 急 何 分 ノ 御 詮 議 相 成 度 此 段 内

申 候 也  

        第 二 高 等 中 学 校 設 置 県  

明 治 廿 年 十 月 三 日  宮 城 県 知 事 松 平 正 直

□印 2) 

     文 部 大 臣 子 爵 森 有 礼 殿  
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２ ． 指 令 3) 

書 面 之 趣 左 之 通 相 心 得 ヘ シ  

第 一 項  内 申 之 通  

第 二 項  該 校 所 在 地 増 課 額 ハ 内 訓 ニ 依 ル

ヘ シ  

  明 治 二 十 年 十 月 四 日 □印 4)  

注  1) 用 紙 は 宮 城 県 罫 紙 。文 中 の 読 点 は

小 宮 山 に よ る （ 以 下 同 様 ）。  

  2) 「 宮 城 県 知 事 印 」。  

  3) 用 紙 は 文 部 省 罫 紙 を 使 用 。全 文 朱

書 。  

  4) 「 文 部 大 臣 之 印 」。  

 

[研究会便り ]      第 11 回研究会総括                 

                             鄭  賢珠  

2006 年 3 月 5～ 6 日 、 京 都 の 三 高 会 館 で

第 11 回 の 研 究 会 が 開 か れ た 。 研 究 会 で は 、

会 員 の 個 人 研 究 報 告 と と も に 、去 年 10 月 教

育 史 学 会 大 会 中 に 行 っ た コ ロ キ ウ ム に 関 す

る 反 省 を か ね 、 今 後 の 研 究 会 運 営 や 活 動 に

関 す る 議 論 が 行 わ れ た 。  

報 告 の 順 番 と 題 名 は 以 下 の 通 り で あ る 。 

＜ 3 月 5 日 午 後 1 時 開 始 ＞  

① 神 辺 靖 光「 1880 年 代 に お け る 東 京 府 中 学

校 」  

② 荒 井 明 夫「 近 代 日 本 公 教 育 成 立 過 程 に お

け る 国 家 と 地 域 の 公 共 性 に 関 す る 一 考

察 」  

③ 田 中 智 子「 1880 年 代 に お け る 京 都 府 下 医

学 教 育 体 制 の 再 編 成 ― キ リ ス ト 教 医 学

校 構 想 を め ぐ る 力 学 ― 」  

④ 冨 岡 勝「 山 口 高 等 中 学 校 に お け る“ 学 友

会 ” の 活 動 に つ い て 」  

＜ 3 月 6 日 午 前 9 時 半 開 始 ＞  

① 谷 本 宗 生「 実 践 報 告：東 京 大 学 史 史 料 室

の 活 動 を と お し て 」  

② 冨 岡 勝  コ ロ キ ウ ム「 1880 年 代 日 本 教 育

史 の 再 検 討 に む け て ― 高 等 中 学 校 は 何

故 、 ど の よ う に で き た の か 」 開 催 報 告  

※  小 宮 山 道 夫 会 員 の レ ジ ュ メ 代 読  

初 日 の 第 一 報 告 （ 神 辺 ） で は 、 明 治 前 期

学 校 成 立 史 に 関 す る 近 日 刊 行 予 定 の 著 作 の

一 部 が 紹 介 さ れ た 。 東 京 府 の 中 学 校 設 置 決

定 過 程 、 教 育 課 程 、 学 科 課 程 、 教 員 の 実 態

か ら 、1880 年 代 東 京 府 下 進 学 予 備 校 と し て

の 各 種 学 校 が 概 略 さ れ た 。 そ こ で カ リ キ ュ

ラ ム と 進 学 問 題 に 焦 点 を あ わ せ 、 予 備 門 と

高 等 中 学 校 の カ リ キ ュ ラ ム お い て 東 大 の 要

請 と あ い だ に 相 違 が あ っ た こ と が 提 示 さ れ

た 。 な お 、 東 京 府 の 学 務 課 員 が 構 想 し た 中

学 校 像 も 紹 介 さ れ た 。  

議 論 は 、 東 京 府 の 中 学 校 設 立 に 対 す る 立

場 と 特 徴 を め ぐ っ て 盛 ん に 行 わ れ た 。 東 京

府 に よ る 中 学 校 設 立 へ の 財 政 投 入 が 他 の 地

域 に 比 べ て ど の よ う な 特 徴 が あ る の か 。 他

地 域 よ り 、 少 な い と す れ ば 、 重 点 を 置 い た

も の は 何 で あ っ た の か と い う 質 問 が 出 た 。

こ れ に 対 し て 報 告 者 は 、 夜 間 商 業 学 校 、 上

等 の 小 学 校 に 重 点 が 置 か れ て お り 、 東 京 府

の 子 供 だ け が 入 学 す る と は 限 ら な い こ と な

ど が 東 京 府 の 財 政 投 入 特 徴 の 背 景 に あ っ た

と の 見 解 を 示 し た 。 そ の 他 に 、 学 校 の 密 集

に よ る 教 員 兼 任 や 、 七 分 積 金 の 使 い 道 か ら

財 政 実 態 を 考 え る 切 り 口 の 提 案 と と も に 、

学 校 敷 地 の 確 保 に 関 す る 研 究 不 足 が 指 摘 さ

れ た 。  

続 い て 、 第 二 報 告 （ 荒 井 ） で は 、 最 近 教

育 学 研 究 で 掲 載 さ れ た 論 説 の 大 筋 が 紹 介 さ

れ 、 現 在 の 研 究 状 況 に お い て は 国 立 教 育 研

究 所 の 『 近 代 日 本 教 育 百 年 史 』 に お い て さ

え 、『 文 部 省 年 報 』を 分 析 せ ず 掲 載 し て い る
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こ と が 指 摘 さ れ た 。議 論 は 、「 民 費 」の 解 釈

問 題 か ら 始 ま っ た 。目 的 税 、学 資 金 の 活 用 、

受 益 者 の 負 担 に 移 っ た が 、 教 育 財 政 に 関 す

る 研 究 の 現 状 が 大 正 期 の 義 務 教 育 費 国 庫 負

担 金 研 究 に 偏 っ て い る た め 、 研 究 会 と し て

も 財 政 研 究 に 力 を 注 ぐ 必 要 が あ る こ と を あ

ら た め て 確 認 す る こ と に な っ た 。  

第 三 報 告 （ 田 中 ― 概 要 は 別 記 ） に つ い て

は 、 北 垣 知 事 の 府 医 学 校 、 私 立 医 学 校 に つ

い て の 思 考 と 現 実 認 識 に つ い て 質 疑 応 答 が

始 ま っ た 。 報 告 者 は 、 高 等 中 学 校 医 学 部 と

み る 視 線 と 似 て お り 、 よ り 公 益 的 な も の と

見 な さ れ て い た の で は な い か と い う 見 解 を

提 示 し た う え で 、 京 都 の 医 学 部 は 寄 付 金 と

県 の 補 助 金 と の 二 本 立 て で 維 持 さ れ て い た

が 、 寄 付 金 を め ぐ っ て 、 ア メ リ カ の 資 本 が

入 る こ と を 懸 念 す る 内 務 省 の 反 対 は 予 見 さ

れ て い た 。 そ の 他 に 、 同 志 社 を 準 官 立 と 位

置 づ け よ う と し た こ と に 関 し て 他 の 学 校 と

の 比 較 を 含 め 、 課 題 と し て の 重 要 性 が 確 認

さ れ た 。  

第 四 報 告 （ 冨 岡 ― 概 要 は 別 記 ） の 質 疑 応

答 で は 、 武 士 階 級 （ 侍 ） 的 な 素 養 、 い わ ゆ

る 武 芸 を ス ポ ー ツ へ 転 換 し て 中 学 校 教 育 に

導 入 す る こ と で 人 間 形 成 を 行 う こ と を 考 え

た の で は な い か と い う 感 想 が 提 示 さ れ た 。

高 等 中 学 校 の 学 友 会 な ど が ほ ぼ 同 じ 時 期 に

登 場 す る こ と に 関 し て は 、そ の 背 景 と し て 、

各 学 校 内 紛 や 紛 争 （ 学 校 管 理 運 営 ） と 自 由

民 権 （ 風 紀 の 形 態 ） と の バ ラ ン ス を と り た

か っ た の で は な い か と い う 校 長 の 裁 量 も あ

る が 、共 有 す る 部 分 も あ っ た の で は な い か 。

ま た 、 学 生 も 雑 誌 交 換 な ど ネ ッ ト ワ ー ク を

作 り 、 絡 ん で い た と の 見 解 に 対 す る 根 拠 も

提 示 さ れ た 。  

 な お 、 高 等 中 学 校 に お け る 校 友 会 の 性 格

の 変 化 に 関 す る 質 問 に 対 し て 、 報 告 者 は 、

明 治 20 年 代 は 、 学 校 側 が 積 極 的 に 関 与 し 、

高 等 ・ 尋 常 中 学 校 連 絡 管 理 が 活 発 に な っ た

が 、一 方 で 10 年 代 の 連 続 性 が 濃 厚 な 校 友 会

も あ っ た と 説 明 し た 。  

二 日 目 の 第 一 報 告 （ 谷 本 ） で は 、 ア ー カ

イ ヴ ズ の あ り 方 に 関 し て 、 最 近 の 大 学 所 蔵

資 料 の 保 存 や 閲 覧 状 態 に 関 す る 報 告 が 行 わ

れ た 。 私 立 大 学 の 現 状 も 含 め 、 本 研 究 会 が

取 組 む べ き こ と と 史 料 収 集 に お い て 考 え る

べ き こ と に 関 す る 議 論 が 行 わ れ た 。  

最 後 に 、 前 年 行 っ た 教 育 史 研 究 会 で の コ

ロ キ ウ ム に 関 す る 成 果 と 反 省 を 議 論 し た 。

従 来 は 、明 治 19 年 に 諸 学 校 令 発 布 が 画 期 と

み な さ れ 、 森 の 主 導 性 に 偏 っ た 傾 向 が あ る

こ と に 対 し て 、 折 田 彦 市 や 加 藤 弘 之 な ど 人

物 調 査 に よ っ て 学 校 令 構 想 や 実 際 の 学 校 運

営 な ど の 解 明 が 必 要 で あ る こ と 、 師 範 学 校

令 お よ び 小 学 校 令 は 誰 の 主 導 で つ く ら れ た

の か 、 森 死 後 の 変 革 に 関 し て 未 だ に 明 確 に

な っ て い な い こ と 、 な ど が 課 題 と し て 再 整

理 さ れ た 。 な お 、 専 門 学 校 ・ 高 等 中 学 校 令

を 重 点 的 に 研 究 し 始 め る 必 要 が あ る の で は

と い う 提 言 が 冨 岡 会 員 か ら 出 さ れ た 。  

 ま た 、 高 等 中 学 校 が 中 学 と し て 構 想 さ れ

た も の の 、 実 態 は 大 学 予 備 門 に な っ た 背 景

に 対 す る 議 論 が 行 わ れ た 。 そ の 他 に 、 医 学

は 中 学 だ っ た の か 、 専 門 学 校 だ っ た の か を

考 え る と 中 学 の レ ベ ル が 高 く 構 想 さ れ て い

た と も 思 わ れ る が 、 実 態 と 理 念 と の 差 は ど

う だ っ た の か 。 専 門 学 部 が メ イ ン で あ っ た

可 能 性 を め ぐ る 疑 問 も 出 さ れ た 。  

 以 上 の 議 論 を 通 し て 、 個 人 資 料 と 内 務 省

や 文 部 省 な ど の 官 庁 資 料 の 収 集 や 検 討 を 行

う 必 要 性 が 課 題 と し て 確 認 さ れ た 。 今 後 の

研 究 会 活 動 は 、 個 人 研 究 と グ ル ー プ 研 究 と

を 並 行 す る と と も に 、 第 三 、 第 五 高 等 中 学

校 の 史 料 が 他 の 学 校 に 比 べ て 接 続 の 問 題 を

究 明 す る の に 適 し て い る と の 見 解 か ら 、 こ

の 二 つ の 史 料 群 を 中 心 に 行 う こ と を 決 め た 。 
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◇個人報告概要  1880 年代における京都府下医学教育体制の再編成     

         ―キリスト教医学校構想をめぐる力学―  田中  智子       

本 報 告 で は 、 ア メ リ カ ン ボ ー ド 宣 教 医 ベ

リ ー お よ び 新 島 襄 に よ る 医 学 校 設 立 構 想 と 、

府 医 学 校 を 擁 す る 京 都 府 の 医 学 教 育 構 想 と

の 絡 み 合 い を 分 析 す る 。 本 山 幸 彦 編 『 京 都

府 会 と 教 育 政 策 』 の 問 題 点 は 、 医 学 教 育 問

題 お よ び 私 立 学 校 の 動 向 が 考 慮 で き て い な

い こ と に あ る 。 府 会 議 事 録 や 府 庁 文 書 、 北

垣 国 道 知 事 の 日 記 、 宣 教 師 関 係 文 書 、 新 島

襄 書 簡 な ど を 用 い 、 こ れ ま で 神 戸 ・ 岡 山 を

フ ィ ー ル ド に 分 析 し て き た 国 ・ 府 県 ・ キ リ

ス ト 教 界 （ 民 間 ） の 近 代 化 方 策 の 交 錯 過 程

を 、 京 都 を 事 例 に 描 き た い 。  

 1880 年 代 初 頭 に お け る 府 下 の 医 学 教 育

は 、1872 年 以 来 、外 国 人 医 師 に よ る 高 レ ベ

ル の 教 育 を 実 施 す る 府 医 学 校 の 存 在 を 中 心

に 成 り 立 っ て い た 。し か し 1879 年 よ り 府 会

は 毎 年 医 学 校 費 の 削 減 ・ 廃 棄 を 要 求 し 、 外

国 人 の 解 雇 、 知 事 に よ る 予 算 原 案 執 行 な ど

の 手 段 に よ っ て 、 か ろ う じ て 学 校 は 維 持 さ

れ る 状 況 で あ っ た 。 一 方 、 汎 愛 医 学 校 、 洞

酌 医 学 校 と い っ た 日 本 人 医 師 に よ る 民 間 の

医 学 校 も 1870 年 代 末 か ら 誕 生 し て い る 。宣

教 師 は 1876 年 に 診 療 所 設 置 を 府 に 上 申 し

て い た が 、 こ れ は 却 下 さ れ 、 以 来 京 都 で の

医 療 伝 道 計 画 は 頓 挫 し て い た 。  

 1882 年 の 府 会 で は 、引 き 続 い て 医 学 校 費

の 廃 止 が 問 題 と な り 、 全 廃 が 決 議 さ れ る に

至 っ た 。 そ の 後 も 支 弁 賛 成 派 議 員 や 府 当 局

の 要 求 に よ り 審 議 が 繰 り 返 さ れ た が 、 決 定

は 覆 ら ず 、 や む な く 北 垣 知 事 は 原 案 執 行 の

強 硬 手 段 を も っ て 予 算 を 通 し た の で あ っ た 。

審 議 の 焦 点 は 、 も し 府 が 医 学 教 育 を 手 放 し

た と き 、 そ れ に 代 わ っ て 教 育 を 行 い う る よ

う な 経 済 的 力 量 を も つ 民 間 勢 力 が あ る か ど

う か と い う こ と で あ っ た 。 そ し て 注 目 す べ

き は 、 氏 名 は 明 言 さ れ な い も の の 、 伊 藤 熊

夫 議 員 を 中 心 と す る 医 学 校 費 廃 止 論 者 が 、

明 ら か に 新 島 襄 を 府 医 学 校 の 引 き 継 ぎ 手 と

み な し 、 成 算 あ り と の 見 込 み の う ち に 議 論

を 進 め て い た こ と で あ る 。  

結 局 府 医 学 校 は 維 持 さ れ 新 島 に よ る 引

き 継 ぎ と は な ら な か っ た が 、新 た に 新 島 は 、

岡 山 の 宣 教 医 ベ リ ー や 府 議 ら と 図 り 、 洞 酌

医 学 校 の 大 村 達 斎 の 資 金 を 受 け 継 い で 「 京

都 民 立 医 学 社 」 を 設 置 す る 構 想 を 具 体 化 し

た 。 だ が 洞 酌 医 学 校 内 教 員 の 反 対 に よ り 計

画 は 失 敗 に 終 わ り 、 医 学 校 計 画 は 、 同 志 社

の 大 学 設 立 構 想 の 一 翼 と し て 展 開 し て い く

こ と と な る 。  

 岡 山 県 医 学 校 で の 体 験 か ら 、 ド イ ツ 流 に

基 づ く 公 教 育 機 関 に 対 抗 し う る キ リ ス ト 教

主 義 私 立 医 学 校 設 立 の 必 要 を 痛 感 し て い た

ベ リ ー は 、 各 教 派 連 合 に よ る 設 置 を 構 想 し

た 。 帰 米 し た ベ リ ー は ア メ リ カ ン ボ ー ド 本

部 や 諸 教 派 か ら の 合 意 取 り 付 け に 奔 走 し 、

訪 米 し た 新 島 も 募 金 活 動 を 進 め る が 、 ボ ー

ド の 日 本 宣 教 団 自 体 が 諸 教 派 連 合 に 反 対 し

た た め 、 医 学 校 問 題 は 保 留 と な り 、 看 病 婦

学 校 と 病 院 の 設 立 の み が 実 現 に 向 か う こ と

と な っ た 。  

 だ が 1886 年 に な る と 同 志 社 の 医 学 校  

設 立 構 想 は 、 英 商 モ ー ト ン か ら の 寄 付 金  

の 見 込 み と 府 の 協 力 を 得 て 再 び 活 性 化 す る 。

府 吏 は 同 志 社 に 府 医 学 校 よ り も 高 い 評 価 を

与 え 、 知 事 は 同 志 社 の 「 準 官 立 」 化 を 図 り

文 部 省 と 交 渉 す る 。 こ れ ら は 高 等 中 学 校 制

度 の 発 足 と と も に 、 府 が 維 持 困 難 な 医 学 校

を 手 放 す 一 方 で 、 諸 学 校 通 則 の 適 用 に よ る

同 志 社 医 学 校 の 官 立 化 を 狙 っ た も の と も 捉

え ら れ る 。 た だ し 現 時 点 で は 推 測 の 域 を 出
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ず 、 そ の 実 証 は 今 後 の 課 題 と い わ ね ば な ら

な い 。  

 と も あ れ 、 キ リ ス ト 教 勢 力 が 同 志 社 を 核

と し た 医 学 校 設 置 を 要 件 と 考 え 、 ① 府 医 学

校 の 引 き 継 ぎ ② 私 立 洞 酌 医 学 校 と の 連 携 ③

キ リ ス ト 教 諸 教 派 連 合 ④ 外 国 商 人 に よ る 寄

付 金 、 と 戦 略 を 転 じ て い く な か で 、 ① 段 階

で は 府 議 が 、 ④ 段 階 で は 府 当 局 が こ れ を 後

押 し し 、 府 下 医 学 教 育 の 効 率 的 な 実 現 を 図

っ た と い う こ と は 確 認 で き る で あ ろ う 。  

 

◇個人報告概要   山口高等中学校における“学友会”の活動について    

                             冨岡  勝  

 東 京 府 尋 常 中 学 校 と 第 一 高 等 中 学 校 の 校

友 会 活 動 の 共 通 点 や 関 係 を 調 べ て い る う ち

に ， 山 口 高 等 中 学 校 の 影 響 が 大 き い の で は

な い か ， と 考 え て 山 口 高 等 中 学 校 に お け る

校 友 会 組 織 の 前 身 で あ る “ 学 友 会 ” に つ い

て 調 査 を 進 め て お り ， そ の 中 間 報 告 を 行 っ

た 。  

1888 年 12 月 の 発 足 時 に は ，「 会 員 相 互 ニ

学 術 ヲ 研 究 シ 智 識 ヲ 交 換 シ 友 誼 ヲ 厚 ク ス

ル 」 こ と を 目 的 に 雑 誌 『 学 友 』 を 刊 行 ・ 頒

布 す る 組 織 で あ っ た 。 会 員 は ， 山 口 高 等 中

学 校 生 徒 と 元 生 徒（ 旧 山 口 中 学 校 の 元 生 徒 ）

の 正 員 ，と 準 員（ 入 会 金 10 銭 を 払 え ば 誰 で

も ） か ら 構 成 さ れ て い た が ， 毎 月 会 費 を 払

わ な け れ ば 雑 誌 送 付 が 停 止 さ れ る と い う も

の で あ り ， 生 徒 が 全 員 加 盟 す る よ う な 組 織

で は な か っ た 。  

た だ し ， 山 口 高 等 中 学 校 校 長 の 河 内 信 朝

は ，「 賛 成 員 」と し て 学 友 会 を 支 え ，『 学 友 』

第 1 号 に 「 賛 辞 」 を 寄 せ て い る の で ， 学 友

会 は 準 公 式 的 性 格 を 持 っ て い た と も 考 え ら

れ る 。ま た ，『 学 友 』の 雑 報 欄 に は 山 口 高 等

中 学 校 内 の 出 来 事 が 詳 細 に 紹 介 さ れ て お り ，

後 に 他 校 で つ く ら れ た 校 友 会 誌 の 雑 報 欄 と

共 通 点 が 多 く ，『 学 友 』は 校 友 会 誌 に 準 ず る

存 在 で あ っ た と 指 摘 で き る 。  

1889 年 2 月 に は 河 内 校 長 を 会 長 と す る 同

窓 運 動 会（ 生 徒 の 任 意 で 加 入 ，1891 年 4 月

に は 全 生 徒 職 員 加 入 に 変 更 ） の 第 一 回 大 運

動 会 も 開 催 さ れ ， 学 友 会 と と も に 生 徒 の 課

外 活 動 を 学 校 が 支 え る 動 き が 見 ら れ た 。  

学 友 会 や 同 窓 運 動 会 が 活 動 を 開 始 し て

い た 1889 年 6 月 ，エ ミ ー ル・ハ ウ ス ク ネ ヒ

ト が 来 校 し て 学 事 調 査 を 実 施 し た が ， そ の

際 お こ な っ た 生 徒 に 対 す る 演 説 の 中 で ， 同

校 で 課 外 に お い て 運 動 ， 学 術 調 査 ， 懇 談 な

ど が お こ な わ れ て い る こ と に 「 新 鮮 快 楽 の

風 紀 」 と し て 高 く 評 価 し て い る 。 山 口 高 等

中 学 校 に お け る こ う し た 動 き が ， ま だ 校 友

会 組 織 が 作 ら れ て い な か っ た 他 の 高 等 中 学

校 ， と り わ け 第 一 高 等 中 学 校 に 影 響 を 与 え

た の で は な い だ ろ う か ， と い う の が 報 告 者

の 仮 説 で あ る 。  

こ の 学 友 会 は ， 以 後 ， 2 度 に わ た っ て 大

き な 組 織 改 編 が お こ な わ れ た 。  

1890 年 2 月 に は 学 友 会 は ，「 山 口 県 青 年

ヲ 結 合 団 体 シ 相 互 ニ 智 識 ヲ 交 換 シ 友 誼 ヲ 親

密 ニ ス ル 」 こ と を 目 的 と し た 山 口 県 学 友 会

に 改 組 さ れ ， 組 織 上 は ， 山 口 高 等 中 学 校 か

ら 離 れ た 形 に な っ た 。 し か し ， 実 際 に は 山

口 高 等 中 学 校 を 本 拠 に し て 活 動 し て い た よ

う で あ る 。な お ，こ の と き 雑 誌 発 行 以 外 に ，

「 臨 時 会 」 に お い て 学 術 上 の 講 談 演 説 討 論

と 体 育 運 動 を お こ な う と さ れ た 。  

1893 年 ，山 口 県 学 友 会 は ，再 び 改 組 さ れ

て 山 口 高 等 中 学 校 学 友 会 と な っ た 。 会 員 は

「 山 口 高 等 中 学 校 及 同 校 に い 関 係 ア ル モ

ノ 」 と し ， 会 長 は 山 口 高 等 中 学 校 長 に 嘱 託
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さ れ る こ と が 規 則 に 明 記 さ れ ， 山 口 高 等 中

学 校 内 の 団 体 と し て 位 置 づ け ら れ た 。ま た ，

山 口 高 等 中 学 校 学 友 会 に は ， 雑 誌 部 ， 講 談

討 論 部 ， 和 漢 文 学 部 ， 英 語 講 談 部 が 新 た に

設 け ら れ ， 組 織 面 で の 充 実 が は か ら れ て い

る 。  

以 上 が 調 査 し た こ と の 概 要 で あ る 。 今 後 ，

山 口 高 等 中 学 校 の 動 き が 他 の 高 等 中 学 校 や

尋 常 中 学 校 に ど の よ う に 影 響 を 与 え た か を

な ん と か し て 具 体 的 に 調 べ て い き ， そ れ を

教 育 史 学 会 で 発 表 す る こ と を 近 い 目 標 と し

て 励 み た い 。  

 

[お知らせ ]                            

※  松 本 市 の 旧 制 高 等 学 校 記 念 館 の 夏 期 セ

ミ ナ ー  今 年 は 継 続 の 見 込 み 。期 日 は ，

8 月 26 日（ 土 ）～ 27 日（ 日 ）と な り ま

し た 。 日 本 教 育 史 研 究 会 セ ミ ナ ー と の

バ ッ テ ィ ン グ を 避 け ， 日 本 教 育 学 会 と

も ぎ り ぎ り ぶ つ か ら な い 日 程 で す 。 旧

制 高 校 Ｏ Ｂ ， 研 究 者 ， 市 民 ， 学 生 生 徒

の 交 流 の 場 と し て ぜ ひ と も 継 続 ・ 充 実

さ せ て い き た い の で ， ぜ ひ と も ご 参 加

よ ろ し く お 願 い し ま す 。 詳 細 は 、 記 念

館（ 〒 390-0812 長 野 県 松 本 市 県 3-1-1 

☏ 0263-35-6226） ま た は 冨 岡 勝 ・ 谷 本

宗 生 ま で 。  

 

※  第 12 回 研 究 会 の 開 催 に つ い て  

6 月 10～ 11 日 京 都 に て（ 場 所 と 詳 細 な

内 容 は 近 日 メ ー ル で 送 信 ）開 催 し ま す 。

メ ン バ ー の 研 究 進 展 に つ い て の 報 告

（ 前 回 未 報 告 の 会 員 と 学 会 発 表 予 定 者

を 中 心 に ） や 研 究 計 画 の 確 認 ・ 検 討 を

行 う 予 定 で す 。  

※  第 16 号 原 稿 募 集 に つ い て  

次 回 の ニ ュ ー ズ レ タ ー 掲 載 原 稿 の 締 め

切 り は 、7 月 15 日 で す 。第 12 回 研 究 会

で 個 人 報 告 を な さ る 方 は 、 報 告 要 旨 を

送 っ て く だ さ い 。 三 ヶ 月 に 一 回 の 頻 度

で 皆 様 の 手 許 に 届 け た い と 思 い ま す の

で 、 奮 っ て ご 参 加 お 願 い い た し ま す 。  
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